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青 木 和 弘

阿寒湖温泉（釧路市）

無料循環バス「まりむ号」
入湯税値上げでまちづくり

探訪
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夏
を
迎
え
道
東
の
阿
寒
国
立
公
園
は
本
格
的
な
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。
そ
の
中
心
地
の
一
つ
、
阿
寒
湖
温

泉
に
、
４
月
１
日
か
ら
、
無
料
循
環
バ
ス
「
ま
り
む
号
」

が
運
行
を
始
め
た
。
35
人
乗
り
で
、
緑
色
の
ボ
デ
ィ
ー
は

マ
リ
モ
と
ア
イ
ヌ
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
だ
。「
ま

り
む
」
と
は
阿
寒
湖
温
泉
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
り

む
ち
ゃ
ん
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
小
中
学
生
の
通
学
利
用
以
外
は

住
民
も
乗
車
で
き
、
朝
６
時
か
ら
夜
９
時
半
ま
で
１
時
間

に
１
、２
回
の
頻
度
で
運
行
し
て
い
る
。
各
停
留
所
に
時

刻
表
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
分
か
り
や
す
い
。

　

湖
畔
居
住
区
の
西
端
に
あ
る
阿
寒
湖
中
学
校
や
若
草
団

地
か
ら
、
東
端
の
阿
寒
湖
畔
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
湖
畔
の
ホ
テ
ル
街

と
国
道
２
４
０
号
・
２
４
１
号
（
複
合
区
間
）
を
縦
横
に

巡
回
す
る
。
観
光
客
が
訪
れ
る
温
泉
街
は
東
西
１
・
１
キ

ロ
ほ
ど
の
範
囲
で
、
西
側
に
は
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
や
ア
イ
ヌ

シ
ア
タ
ー
・
イ
コ
ロ
。
東
側
に
は
観
光
案
内
所
や
研
修
施

設
の
あ
る
「
阿
寒
湖
ま
り
む
館
」、阿
寒
湖
畔
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
、「
ぼ
っ
け
」
へ
の
遊
歩
道
の
入
り
口

も
あ
る
。
端
か
ら
端
ま
で
夏
季
な
ら
徒
歩
12
分
程
度
の
距

離
だ
が
、
真
ん
中
あ
た
り
に
森
が
あ
っ
て
ホ
テ
ル
街
が
二

分
さ
れ
て
い
る
か
ら
夜
な
ど
は
心
細
い
し
、
幼
児
や
高
齢

者
に
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
距
離
だ
。

　

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、

飲
酒
後
や
車
を
持
た
な
い
旅
客
の
足
の
確
保
が
課
題
だ
っ

た
。ス
キ
ー
場
や
、紅
葉
の
美
し
い
滝
見
橋
な
ど
へ
も
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
停
留
所
を
追
加
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

ま
り
む
号
を
運
行
す
る
の
は
、
２
０
０
５
年
設
立
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
大
西

雅
之
理
事
長
）
で
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
、
観
光
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
住
民
や
中
学
生
と
と

も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
議
論
し
て
き
た
。

　

①
夕
方
４
時
に
到
着
し
、
翌
朝
９
時
ま
で
に
出
発
す
る

団
体
・
周
遊
拠
点
型
温
泉
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
②
定
住

を
希
望
す
る
住
民
は
25
％
に
す
ぎ
な
い
③
阿
寒
湖
の
自
然

の
魅
力
を
観
光
客
が
十
分
に
楽
し
ん
で
い
な
い
④
先
住
民

族
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
伝
え
る
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
を
も
っ
と
活

か
し
た
い
─
─
な
ど
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

で
は
解
決
策
は
何
か
。
①
滞
在
型
温
泉
観
光
地
へ
の
変

革
で
魅
力
的
な
自
然
景
観
と
町
並
み
を
有
す
る
温
泉
街
づ

く
り
②
生
活
者
の
視
点
で
住
ん
で
い
て
楽
し
い
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
参
加
す
る
活
動
③

ま
り
も
再
生
を
通
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
自
然
を
楽
し

む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
発
信
④
ア
イ
ヌ
文
化
を
学

ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ア
イ
ヌ
シ
ア
タ
ー
・
イ
コ
ロ
の
開

設
─
─
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
（
ア
イ
ヌ
シ
ア
タ
ー
・

イ
コ
ロ
は
２
０
１
１
年
に
新
設
さ
れ
た
）。

　

問
題
は
財
源
だ
っ
た
。
同
機
構
は
、
独
自
財
源
確
保
の

た
め
入
湯
税
の
値
上
げ
を
釧
路
市
に
要
請
。
２
０
１
５
年

度
か
ら
10
年
間
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
の
登
録
旅

館
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
一
般
客
の
入
湯
税
を
現
行
の
１

人
１
泊
１
５
０
円
か
ら
２
５
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

30軒ほどの民芸品店などが建ち並ぶ阿寒湖アイヌコタン
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決
ま
っ
た
。
現
在
対
象
に
な
る
の
は
阿
寒
湖
温
泉
の
４
施

設
で
、
年
４
８
０
０
万
円
、
10
年
間
で
約
５
億
円
の
税
収

増
を
見
込
む
。

　

同
機
構
は
、
阿
寒
湖
温
泉
観
光
振
興
策
と
し
て
①
ま
り

も
家
族
バ
ス
「
ま
り
む
号
」
の
運
行
②
お
も
て
な
し
事
業

の
「
家
族
コ
イ
ン
」
の
製
作
③
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
④
温

泉
街
の
サ
イ
ン
類
の
整
備
─
─
を
行
う
こ
と
に
し
、
釧
路

市
に
補
助
金
を
申
請
。
２
０
１
５
年
度
は
２
１
２
０
万
円

が
予
算
化
さ
れ
た
。
入
湯
税
の
値
上
げ
分
を
積
み
立
て
た

基
金
の
中
か
ら
最
終
的
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

阿
寒
湖
は
天
然
記
念
物
の
マ
リ
モ
や
、
特
産
の
ワ
カ
サ

ギ
や
ヒ
メ
マ
ス
。
周
辺
に
は
摩
周
湖
や
屈
斜
路
湖
、
雌
阿

寒
岳
と
オ
ン
ネ
ト
ー
、
釧
路
湿
原
が
あ
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
ま
ち

を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。アイヌコタンに近いホテル街にある土産物店街

阿寒湖温泉街で運行が始まった無料循環バス「まりむ号」


